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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 41,17 41,77 +0,60 43,25 -1,48

USD / BRL Spot BRL 2,3855 2,3774 -0,0081 2,2874 +0,0900

USD / JPY Spot JPY 98,17 99,33 +1,16 98,94 +0,39

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.008 51.835 +1.827 48.474 +3.361

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 207,6 206,0 -1,6 179,3 +26,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,99 12,01 +0,02 10,94 +1,07

DI Future Apr14（金利先物） % 9,67 9,67 +0,00 9,11 +0,56

3 Months US Dollar Libor % 0,260 0,260 +0,000 0,267 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 291,2 291,2 +0,0 283,8 +7,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 8月30日

昨日のドルレアルスポット相場は、介入等の当局からのけん制によりレアル買い戻しとなる展開でした。
朝方はトンビニ中銀総裁が「ブラジルは市場の変動を抑える幅広いツールを保持している。」と述べて
市場の動きをけん制したことや、週次サーベイで今年末の成長率見通しが久しぶりに上方修正されたこと
から先週末比レアル高の２．３７台後半で始まりました。その後、介入プログラムとは別に予告されていた
追加のスワップ介入が実施されたことで一時２．３５台半ばへレアル買い優勢となる局面もありましたが、
ＮＹ祝日の影響もありレアル買いが一巡するとレアルじり安となりました。午後には先週分の貿易収支が
市場予想の黒字幅を下回ったこともあり、２．３７台を回復してそのまま２．３７台後半で引けています。

昨日発表された週次サーベイでは今年末の成長率見通しが２．２０％から２．３２％へ引き上げられると
同時に同インフレ見通しも５．８０％から５．８３％へ引き上げられました。予想を上回った第２四半期ＧＤＰ
が反映されていると思われますが、２０１４年末の成長率見通しは２．４％から２．３％へ引き下げられて
おり市場が継続的な回復を見込んでいるとも言い難い状況です。インフレ見通し引き上げと共に来年末
の政策金利見通しも９．５０％から９．７５％へ引き上げられており、市場のインフレ懸念は根強く未だに
不透明感が燻っているようです。
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